
令和7年7月31日（木） 31名（14家族）日 時 参 加 者

　一般社団法人愛知県産業資源循環協会では、夏休みに親

子で産業廃棄物のリサイクル施設や自然体験学習施設を訪

れる環境・資源リサイクル体験ツアーを開催しました。廃

棄物リサイクル施設の見学や、循環型社会の形成に向けた

さまざまな取り組みの紹介を通じて、環境問題をより身近

に感じていただくとともに、夏休みの親子での楽しい思い

出づくりのお手伝いもさせていただきました。

　バスの車内では、

小野俊之専務理事

の「本日はご参加い

ただきありがとう

ございます。普段な

かなか見ることの

できない工場や施

設を見学しながら、

資源循環やきれいな環境を支えている多くの人たちの存在

を知る機会として、楽しんでもらえればと思います。」とい

うあいさつに続き、国立大学法人豊橋技術科学大学 学生支

援統括センター（研究推進アドミニストレーションセン

ター、先端農業・バイオリサーチセンター、大学院工学研究

科 応用化学・生命工学系兼務）教授（工学博士）の大門裕

之先生から、ご自身とスタッフの紹介や子ども向けの環境

教育を交えたお話がありました。その後は、参加者全員の自

己紹介も行われ、賑やかな雰囲気に包まれて体験ツアーが

スタートしました。

　学習1の加山興業株式会社は、昭和26年の創業

以来、産業廃棄物処理業者として適正処理とリサ

イクルに取り組み、環境保全を目的にリサイク

ル100%を目指して技術向上に努めています。ま

た、KAYAMAファームでの作物栽培やミツバチ

の飼育を通じ、事業が環境へ悪影響を与えてい

ないことを示し、地域の不安解消にも努めてい

ます。

　工場見学は市田リサイクルプラントで実施

し、入口のコンテナ内に設置された環境学習

コーナーでは、主に取り扱っているリサイク

ル資源についての説明とあわせて、会社概要の説明も受け

ました。その後、実際に工場内で行われているリサイクル

作業の様子を見学しました。太陽光パネルリサイクルで

は、まずフレーム外し機でアルミ製の枠を取り外します。

その後、カバーガラス剥離装置にて、ブラスト材と呼ばれ

る大量の細かい硬い粒を、太陽光パネルのガラス部分に高

速でぶつけることにより、表面のガラスを剥離します。独

自のふるい条件で粉状になったガラスとブラスト材を分

離することで、高精度なガラスリサイクル及びブラスト材

のリユースを実現しています。さらに、モジュールに含ま

れる金属部分も、マテリアルリサイクルしています。

　銅ナゲット（米粒ほどの大きさの銅の粒）製造ラインで

は、産業廃棄物や解体工事などから出る建設系廃棄物に含

まれるコンセントや廃電線、OA機器リサイクルラインか

ら出る雑線などの被覆導線を処理。被覆導線を細かく粉砕

し、風力と比重差選別を利用して、被覆と銅に選別するこ

とで、資源となる銅ナゲットを効率的に製造しています。

令和7年度 一般社団法人愛知県産業資源循環協会主催
夏休み親子で環境・資源リサイクル体験ツアー
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コンテナの前で説明を受けている参加者のみなさん
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　工場見学の後は、豊川リサイクルプラントへ移動し、隣接

地で行っているミツバチプロジェクトを見学しました。採

集されたハチミツの成分を分析し有害物質が検出されてい

ないことを確認し、同社のリサイクル事業が周辺環境へ悪

影響を与えていないことを実証しています。

　使用済みの資源が選別・洗浄・破砕といった適正な処理

の工程を経て、再び原材料として利用される「マテリアルリ

サイクル」の現場を目の当たりにし、参加者はとても興味

深そうでした。例えば、不要となったプラスチックや金属

類が適切に処理され、再び新しい製品の一部として活用さ

れていく様子は、まさに限りある資源を無駄にしない循環

型社会の実現を感じさせるもので、ものづくりの根本的な

仕組みに触れる貴重な機会となりました。その処理工程の

ひとつひとつには高度な技術と工夫が凝らされており、目

を見張るような再資源化の現場を前に、参加者は熱心に見

入っており、関心をもって見学している様子でした。

　学習2の株式会社鈴鍵 下山バークパークには13時ごろに

到着し、まずはブルーベリー農園のバーベキューコーナーで

昼食をいただきました。猛暑日でしたので、冷たい飲み物とと

もに、バーベキューでお肉や野菜をおなかいっぱい味わった

あとは、多くの品種が実るブルーベリー畑で、大人も子どもも

関係なく参加者全員がブルーベリー摘みを楽しみました。
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　昼食後は、矢作バーク製造工場にて、ウッドチップリサイ

クルの製造工程について説明を受け、実際の現場を見学し

ました。ウッドチップリサイクルとは、伐採や剪定の際に発

生する枝葉、根株、竹など、これまで十分に活用されてこな

かった樹木廃棄物（低質材）を森林資源として再利用する

取り組みです。

　矢作バーク製造工場では、これらの資源を受け入れ、破砕

や選別などの工程を経て、土壌改良材「矢作バーク」として

生まれ変わらせています。こうしてリサイクルされた資材

は、造園工事や農業分野で活用されており、森林資源の有効

活用とともに、自然の循環に貢献しています。廃棄物を出

さず、すべてを資源として再利用する「ゼロエミッション」

の考え方を体現する、持続可能な取り組みとして、参加者

の関心を集めていました。

　次に、設立20年を誇るビオトープ公園（約6,000m2）を

散策しました。こちらは、周辺の動植物が自然に生息し、

共存できる環境を目指した公園として開放し、子どもた

ちの環境教育に役立てるとともに地域の自然を守ってい

ます。次世代の子どもたちに自然体験を通して、自然の仕

組みを学んでもらい、自然を守り育てる心を養成します。
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令和4年には「あいち生物多様性企業認証制度」において

「優良認証企業」に認定されました。公園内には、里山の風

景が丁寧に再現されており、カブトムシの森や実のなる

森、めがね橋、ちびっこ岩、池や川など、自然の姿をそのまま

生かした景観が広がっています。生い茂る木々や、ふわりと

漂う樹木の香りが、普段の街の風景や夏の厳しい暑さを忘

れさせてくれるようでした。そんな自然の中で、初めはお父

さんやお母さんと一緒に行動していた子どもたちは、次第

に自分たちだけで探索したり、自然と触れ合ったりしなが

ら、のびのびと学ぶ姿が見られました。

  全行程を終えた帰りのバスでは、大門先生の楽しいお話

に加え、アクティブラーニング形式での振り返りも行われ、

笑い声があふれる中、賑やかにツアーの締めくくりとなり

ました。加山興業株式会社様、株式会社鈴鍵様、貴重な体験

をさせていただきありがとうございました。

1111



参加者の作品・感想文
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青山珠智子さん
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鶴見友唯さん
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会員の皆様へのお願い
一般社団法人愛知県産業資源循環協会

安全衛生委員会委員長 伊藤泰雄

　当協会では、令和 8 年の「労働災害ゼロを目指す」啓発企画として、「労働安全衛生」をテー
マとした安全標語（スローガン）を募集します。
　会員企業の安全に対する意識を高め、事故や労働災害のない産業廃棄物処理業を目指す
ために、職場や家族へも広がりやすく、親しみやすい、オリジナリティあふれる作品をお待ち
しています。

応 募 資 格

応 募 締 切

賞及び副賞

応 募 方 法

審 査 方 法

発 表・表 彰

そ の 他

当協会の正会員・賛助会員の役員・従業員・その家族、協会職員

当協会の安全衛生委員会及び理事会で審査し、入賞作品を決定します。

表彰式を令和8年2月4日開催の「第１3回安全大会」で行います。

入賞者の氏名、会社名は、本誌でも発表し、最優秀作品は年間標語として、

協会の各種広報活動等に使用されます。

なお、入賞作品の著作権、その他一切の権利は、当協会に帰属します。なお、

著作権等に関わる問題が生じた場合は、全て応募者の責任でご対応ください。

一般社団法人愛知県産業資源循環協会（事務局）

〒460-0022　名古屋市中区金山2丁目10 番 9 号 第 8フクマルビル 5階

TEL (052)332-0346 FAX (052)322-0136 Email info@aisankyou.com

（１）

（２）

一人3作品まで、自作で未発表のものに限ります。

応募者の①会社名、②住所、③氏名、④安全標語の4点を記載し、

ＦＡＸ、メール、郵送等により、当協会事務局までご応募ください。

※応募様式は特に定めていません。

◆最優秀賞〈 1作品〉／ 賞状・副賞クオカード 3万円
◆優 秀 賞〈 3作品〉／ 賞状・副賞クオカード 1万円

令和7年11月28日（金）必着

令和８年
安全標語〈スローガン〉を募集します！

応

募

先

令和７年度 最優秀賞受賞作品

株式会社リバイブ 平沼佑基
安全はみんながリーダー・みんなが主役、あなたが示せ安全行動
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